


















は. おおむね波静かを人海や入江などの満潮線付近で (中略), 満潮時には根や枝の
一部は完全に海水に没するところが多い.とその生態の特異さを掃摘 し,また五島列
島の中での分布にも言及 した｡

























熊本県天草郡苓北町富岡 (5万分の1図幅 :口之津 ･左下):曲崎の砂州の内側に,
最大 20mx5mの群生のほかに数個の群生がある｡(Fig.2)
2. 下 五 島
長崎県南松浦郡 玉之浦町 玉之浦湾一帯 (玉之浦 ･右上および三井楽 ･右下):湾内
の入江の奥には,諸所にハマジンチョウの群生をみる｡荒川矢ノロの群生地は県指定
の天然記念物で,20mの長さの規模をもつO
同 三井楽町 (三井楽 ･右下):湾奥部の 浜ノ畔砂浜に 開く河口に1個所生育する｡
生育息は少ないo
福江市久賀島田ノ浦 (福江 ･左上):久賀島南西部にある湾の内側に生ずる｡
3. 中 五 島




は,多 くは5m四方程度で 必ず しも大きくはをいが,群生個所の 数は五島列島では
最多である｡Fig.1に個々の生育地を示 したが,をお見落 しがあるかもしれない｡
同 若松町若松島と日ノ島 (漁生浦 ･右下):ここにも各所に群生地があるが, 西
に外海をひかえているためか,生育地の数は若松瀬戸にはおよばをvl(Fig.1)｡日ノ
島曲崎には大きを群生地がある｡
同 奈留町笹崎鼻 (漁生浦 ･右下):奈留島の北西端近 く, 大串湾を抱 く笹崎鼻に
は小さを梅鉢湖があ り,その海跡湖岸の 群生地は 10 m にも及ぶ｡おそらく九州西
部における最大級の群生地であろう｡
4. 上五島 (Fig.1左上)
同 北松浦郡小値賀町 (小値賀島 ･左下):東に開く前方の湾の 最奥部と島北部の
官ノ脇近 くに生育地がある｡
同 宇久町宇久島南端部 (小値賀島 ･左下),辛 (同 ･右上) および寺島 (同 ･左
上):宇久島南端部には教本のハマジンチョウが 3m四万位の ひろが りをもって生育
しているO平のは河辺にあり直立 している｡
5. 九十九島
同 鹿町町海尻島 (佐世保 ･左上):九州本島と平戸島の 間の本島寄 りに,九十九
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Fig.1.五島列島におけるハマジンチョウの生育地O右上 :全図,左上 :上五島 (辛

















































































(支桂根,屈曲根,腫札 根根,直立根 など)をもち,(4)胎生 もしくは半胎生種子
をもち,(5)海流によって散布され,(6)細胞浸透圧が高くて耐塩性がある,ことな


















布の北限は瀬尻島 (33017′,図幅 :佐世保 ･左上)および宇久島 (33014′50′～33015'




























1943.日本本土に おける 暖地性植物の 分布考察. 植物分類地理 13:286-
308.
舘脇 操 1948.植物の分布.170pp.河出書房,東京.
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